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平
成
23
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
２
日
か
ら
14
日
ま
で
、
13
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
つ
が
る
市
胃
が
ん
撲
滅
検
診
事
業
基
金
条
例
、

つ
が
る
市
有
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
等
、
市
長
か
ら
提

出
さ
れ
た
議
案
15
件
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
請
願
２
件

は
採
択
、
陳
情
に
つ
い
て
は
不
採
択
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
、
成
田
克
子
、
長
谷
川
榮
子
、
松
橋
勝
利
、
佐
々

木
敬
藏
、
長
谷
川
徹
、
三
上
洋
、
伊
藤
良
二
の
議
員
７
名
が
登
壇
、

市
政
の
課
題
に
つ
い
て
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　12月議会最終日（12月14日）議員団は改築された向陽小学校を
視察しました。

〇つがる市胃がん撲滅検診事業基金条例（２頁参照）
〇平成23年度一般会計補正予算額
　　　　　　　　　補正後の予算額
　・自治組織活動助成事業基金積立金
　・障害者福祉費（扶助費）
　・生活保護費（扶助費）
〇平成23年度農業集落排水事業特別会計補正予算額
　　　　　　　　　補正後の予算額
〇平成23年度公共下水道事業特別会計補正予算額
　　　　　　　　　補正後の予算額
〇平成23年度介護保険特別会計補正予算額
　　　　　　　　　補正後の予算額

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2億1,780万3千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・236億5,854万2千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,350万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,996万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6,018万4千円

・・・・・・△79万5千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6億3,171万1千円

・・・・・・・・・△5,517万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6億814万5千円

・・・・・・・・・・・・・・2,925万5千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40億313万6千円

夢ふくらむ新たな学舎夢ふくらむ新たな学舎
向陽小学校（木造日向）新校舎＝中庭・音楽室・給食室・玄関

（平成23年度 つがる市一般会計補正予算・各特別会計補正予算他）（平成23年度 つがる市一般会計補正予算・各特別会計補正予算他）



議
案
第
78
号

■
つ
が
る
市
公
の
施
設
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
の
件

管
理
を
行
わ
せ
る
公
の
施
設
の

名
称

　

つ
が
る
市

　
　

柏
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

　

つ
が
る
市

　
　

木
造
河
川
敷
運
動
場

　

つ
が
る
市

　
　

柏
河
川
敷
運
動
場

議
案
第
70
号

■
つ
が
る
市
防
災
会
議
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

水
防
法
の
一
部
改
正
に
伴
う

所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
た

め
の
提
案
。

議
案
第
71
号

■
つ
が
る
市
胃
が
ん
撲
滅
検
診

事
業
基
金
条
例

　

胃
が
ん
撲
滅
検
診
事
業
に
要

す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
基
金
設
置
の

た
め
の
提
案
。

　

積
立
額　

４
，
７
８
０
万
円

　

検
診
事
業
の
概
要
は
下
記
の

と
お
り
。

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
の

名
称

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

　
　

つ
が
る
市
体
育
協
会

指
定
の
期
間

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で　

　
指
定
管
理
料

　

６
５
０
万
円
程
度

　
　
　
　
　
　
　
　
（
単
年
度
）

　
■
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
が
平

成
24
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
満

了
と
な
る
た
め
の
推
薦
。

　

平ひ
ら　

田た　

昌ま
さ　

子こ

（
木
造
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

再
任

●
目
的

　

胃
が
ん
の
原
因
の
約
90
％
と

さ
れ
、
幼
児
期
に
主
に
父
母

か
ら
感
染
す
る
と
さ
れ
る
ピ

ロ
リ
菌
の
除
菌
を
、
子
育
て

世
代
を
対
象
に
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
次
世
代
へ
の
感
染

を
防
ぐ
。

●
対
象
者

　

20
歳
〜
39
歳
男
女

●
実
施
期
間

　

平
成
24
年
〜
平
成
28
年
ま
で

の
５
年
間

●
除
菌
の
方
法

　

検
査
キ
ッ
ト
（
検
便
）
に
よ

る
陽
性
者
に
、
胃
カ
メ
ラ
検

査
実
施
後
、
除
菌
薬
を
投
与

す
る
。

●
費
用

　

費
用
に
は
基
金
を
充
て
本
人

負
担
は
無
し
。

※
本
事
業
は
、
つ
が
る
市
、
成

人
病
セ
ン
タ
ー
、
弘
前
大
学

医
学
部
消
化
器
内
科
学
教
室

の
３
者
の
連
携
に
よ
る
。

主

な

可

決

議

案

人
事
案
件

胃
が
ん
撲
滅
検
診
事
業
概
要

議案番号 件　　　　　       　　　　　　　　　名 議決結果
議案第66号 つがる市木造野外活動施設屏風山の家条例を廃止する条例 原案可決

議案第67号
つがる市スポーツ振興審議会に関する条例及びつがる市特
別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例

原案可決

議案第68号 つがる市運動施設条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第69号 つがる市有住宅条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第70号 つがる市防災会議条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第71号 つがる市胃がん撲滅検診事業基金条例 原案可決

議案第72号 平成23年度つがる市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第73号 平成23年度つがる市農業集落排水事業特別会計補正予算
（第４号） 原案可決

議案第74号 平成23年度つがる市公共下水道事業特別会計補正予算
（第３号） 原案可決

議案第75号 平成23年度つがる市国民健康保険特別会計補正予算
（第３号） 原案可決

議案第76号 平成23年度つがる市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号） 原案可決

議案第77号 平成23年度つがる市介護保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第78号
つがる市公の施設に係る指定管理者の指定の件（つがる市
柏総合体育センター、つがる市木造河川敷運動場、つがる
市柏河川敷運動場）

原案可決

議案第79号 青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の増
加及び青森県市町村総合事務組合規約の変更について 原案可決

諮問第3号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めるの件 適　　任

（請願）

請願第３号 出来島海水浴場整備に関する請願書 採　　択

請願第４号 木造大畑地区の道路側溝設置に関する請願書 採　　択

（陳情）

陳情第３号 介護保障制度に関する意見書提出を求める陳情書 不 採 択

陳情第４号 国保国庫負担率の大幅引上げ等の意見書提出を求める陳情書 不 採 択

陳情第５号 高齢者医療制度等に関する意見書提出を求める陳情書 不 採 択

（市長提出議案）

提 出 さ れ た 議 案 と 審 議 結 果提 出 さ れ た 議 案 と 審 議 結 果

2第30号－つがる市議会だより



つ
が
る
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
の
制
定
を
提
言
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
こ
の
条
例
は
、
空
き
家
等
の

建
物
が
放
置
さ
れ
管
理
不
全
な
状
態
と
な

る
こ
と
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
生
活
環

境
の
保
全
及
び
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本

市
に
は
現
在
４
百
件
弱
の
空
き
家
等
が
存

在
す
る
事
か
ら
、
条
例
を
制
定
し
所
有
者

に
対
し
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

市
長

空
き
家
は
防
災
あ
る
い
は
防
犯
面
で

近
隣
住
民
に
不
安
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
所
有
者
に
対
し
て
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
よ
う
要
請
す
る
事
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
解
体
や
補
修
に
多
額
の
経
費
を
要
す

る
事
か
ら
手
つ
か
ず
の
状
態
が
続
い
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
基
本
的
に
は
空
き
家

は
個
人
の
私
有
財
産
で
あ
り
個
人
が
管
理

運
用
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
所

有
者
に
よ
る
適
切
な
管
理
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
空
き
家
と
な

る
住
宅
を
必
要
と
し
て
い
る
若
年
層
に
情

報
を
提
供
し
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
は
、
定
住
促
進
と
地
域
の
活

性
化
に
も
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

今
後
は
行
政
に
求
め
ら
れ
る
役
割
と
行
政

が
行
う
べ
き
役
割
に
つ
い
て
十
分
検
証
し

た
上
で
、
ど
の
よ
う
な
取
組
み
が
ふ
さ
わ

し
い
の
か
を
含
め
検
討
し
て
い
く
事
と
い

た
し
ま
す
。

乳
幼
児
か
ら
５
歳
児
位
ま
で
が
発
症

し
や
す
い
と
さ
れ
る
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
、
激
し
い
嘔
吐
、
発
熱
、
下
痢

を
お
こ
し
、
重
症
化
す
る
と
脳
炎
等
の

合
併
症
を
引
き
お
こ
す
怖
い
病
気
で
あ
る
。

予
防
に
は
２
回
の
予
防
接
種
が
必
要
で
あ

る
が
高
額
な
た
め
躊
躇
し
て
い
る
保
護
者

が
多
い
こ
と
か
ら
、
乳
幼
児
の
命
は
公
費

で
守
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

福
祉
部
次
長

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
平
成
23
年
７
月
に

厚
生
労
働
省
か
ら
製
造
が
承
認
さ
れ
、
11

月
下
旬
か
ら
発
売
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ

り
、
全
国
で
も
公
費
負
担
し
て
い
る
自
治

体
は
ま
だ
数
ヶ
所
と
少
な
い
の
が
現
状
で

す
。
接
種
に
つ
い
て
も
他
の
定
期
接
種
や

任
意
の
予
防
接
種
と
の
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
重
な
る
た
め
、
間
隔
調
整
が
難
し
い

と
い
う
指
摘
や
、
生
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
た

め
副
作
用
等
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
予
防
効
果
は
非

常
に
高
い
こ
と
か
ら
、
情
報
収
集
に
努
め

な
が
ら
、
財
源
的
な
問
題
等
も
含
め
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
他
の
予
防
接
種
の
助
成
に
つ
い

て
も
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
25
年
度
に
訓
練
校
跡
に
着
工
予

定
の
市
営
住
宅
に
つ
い
て
伺
う
。
①

計
画
の
進
捗
状
況
②
新
住
宅
完
成
後
、
現

桜
木
団
地
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

③
賃
貸
料
の
予
定
額
④
住
民
説
明
会
は
い

つ
頃
に
な
る
の
か
。

市
長

①
に
つ
い
て　

現
在
桜
木
団
地
建
替

え
用
地
現
況
測
量
と
桜
木
団
地
建
替
え
基

本
計
画
策
定
及
び
住
宅
基
本
設
計
業
務
を

発
注
し
て
お
り
ま
す
。
現
況
図
面
を
元
に

基
本
方
針
を
立
て
、
建
設
戸
数
、
住
宅
の

タ
イ
プ
別
の
割
合
、
家
賃
を
抑
え
る
た
め

の
住
宅
占
用
面
積
の
調
整
等
の
検
討
を
行

い
ま
す
。

建
設
部
長

②
に
つ
い
て　

現
在
策
定
中
の
基
本

計
画
の
中
で
年
次
計
画
も
作
成
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
に
基
づ
き
順
次
取
り
壊
し
な
が

ら
新
し
い
も
の
を
建
て
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
③
に
つ
い
て　

住
宅
料
は
住
居

占
用
面
積
で
決
ま
り
ま
す
の
で
住
宅
料
を

抑
え
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
間
取
り
に
す

れ
ば
い
い
の
か
現
在
検
討
中
で
す
。
④
に

つ
い
て　

策
定
中
の
基
本
計
画
の
中
で
区

域
ご
と
の
年
次
計
画
が
決
ま
り
ま
す
の
で

そ
の
後
に
開
催
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

住
宅
使
用
料
長
期
滞
納
者
へ
の
こ
れ

ま
で
の
対
応
と
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
部
長

滞
納
対
策
と
し
て
、
住
宅
・
勤
務
先

へ
の
訪
問
、
照
会
そ
の
他
調
査
に
よ
る
給

与
・
賃
金
等
の
差
押
さ
え
、
法
的
処
置
及

び
保
証
人
の
呼
び
出
し
、
相
談
等
で
徴
収

に
あ
た
っ
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
参

り
ま
す
。　

水
道
企
業
団
の
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

使
用
開
始
年
月
日
、
ま
た
退
去
予
定

年
月
日
は
。
使
用
目
的
に
照
ら
し
本
来
の

姿
に
戻
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

経
済
部
長

水
道
企
業
団
に
は
平
成
15
年
3
月
24

日
よ
り
貸
し
て
お
り
平
成
25
年
3
月
31
日

ま
で
の
契
約
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
1
年

間
の
使
用
料
は
30
万
円
で
す
。
合
併
に
あ

た
り
、
木
造
町
の
庁
舎
が
狭
く
企
業
団
が

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
へ
移
動
し
た
と
い
う

経
緯
で
す
。
企
業
団
の
方
で
改
修
工
事
も

し
て
お
り
、
平
成
25
年
ま
で
は
現
状
の
ま

ま
で
利
用
す
る
予
定
で
す
。

ア
ー
ス
ト
ッ
プ
森
田
道
の
駅
産
直
施

設
の
拡
張
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
検

討
さ
れ
た
も
の
か
。

経
済
部
長

県
所
有
の
部
分
も
あ
る
た
め
拡
張
に

つ
い
て
県
と
協
議
中
で
あ
り
、
早
期
に
実

施
で
き
る
よ
う
要
望
し
、
つ
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す

答

答

長谷川榮子
無所属

成田　克子
芳政会

・
高
等
技
術
専
門
校
（
職
業
訓
練
校
）
跡
に
建
設

　

予
定
の
市
営
住
宅
に
つ
い
て

・
住
宅
使
用
料
の
滞
納
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

・
木
造
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て　

他

・
つ
が
る
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る

　

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・ 

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
の
公
費
負
担
に
つ
い
て

一 般 質 問 要 旨　　　  　ここが聞きたい一 般 質 問 要 旨　　　  　ここが聞きたい
問問

問問

答答

答 答答

問問問問

問問問問
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牛
潟
バ
イ
パ
ス
要
望
に
対
す
る
こ
れ

ま
で
の
経
緯
と
今
後
の
取
り
組
み
を

問
う
。市

長
鰺
ヶ
沢
蟹
田
線
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で

県
で
行
っ
て
き
た
の
は
、
舗
装
の
補
修
、
側

溝
整
備
、
視
距
改
良
工
事
、
こ
れ
ら
に
な
り

ま
す
。
バ
イ
パ
ス
整
備
に
つ
い
て
は
数
年
来
、

県
に
要
望
し
て
お
り
ま
す
が
、
交
通
量
、
混

雑
度
が
低
い
と
い
う
こ
と
で
採
択
に
は
厳
し

い
と
い
う
答
弁
が
毎
年
返
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。　

　

市
と
し
て
は
、
危
険
度
等
も
考
慮
し
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
で
鰺
ヶ
沢
の
道
路
河
川
事

業
所
、
ま
た
西
北
地
域
県
民
局
へ
も
機
会
あ

る
ご
と
に
実
情
を
訴
え
て
参
り
ま
し
た
。
県

か
ら
は
、
よ
う
や
く
来
年
度
の
予
算
に
調
査

費
を
要
求
す
る
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

採
択
に
向
け
今
後
も
粘
り
強
く
要
望
し
て
参

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

津
軽
大
橋
か
ら
富
萢
橋
間
、
ま
た
鰺

ヶ
沢
蟹
田
線
（
館
岡
地
内
）
の
拡
幅

改
良
に
つ
い
て
の
見
通
し
は
。

建
設
部
長

富
萢
橋
ま
で
の
路
線
は
、
県
道
で
あ

り
な
が
ら
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
も
引
け
な
い
狭

い
道
路
で
、
津
軽
大
橋
側
は
非
常
に
高
い
位

置
に
あ
り
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
必
要
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。　

　

鰺
ヶ
沢
蟹
田
線
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
、

23
年
度
の
２
ヵ
年
で
道
路
西
側
の
側
溝
整
備

が
終
了
し
現
在
は
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
が
引
か

れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
非
常
に
段
差
が

大
き
く
交
通
安
全
対
策
上
も
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

や
拡
幅
工
事
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

２
件
と
も
早
期
実
現
に
向
け
引
き
続
き
県
へ

要
望
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

重
点
要
望
事
項
の
ひ
と
つ
で
あ
る
高

規
格
道
路
完
成
の
見
通
し
を
問
う
。

市
長

こ
の
バ
イ
パ
ス
は
、
国
の
発
表
で
は

平
成
26
年
度
完
成
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
五
所
川
原
北
イ
ン
タ
ー
か
ら
国
道
１
０

１
号
線
稲
盛
地
区
ま
で
の
延
長
3.8
キ
ロ
を
国

の
直
轄
事
業
で
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
１
０
１
号
の
慢
性
的
な
渋
滞
が
緩
和
さ

れ
、
商
業
活
動
も
活
発
化
し
て
地
域
経
済
の

活
性
化
に
結
び
付
く
も
の
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
木
造
の
広
岡
地
区
か
ら
鰺
ヶ
沢
舞
戸

地
区
ま
で
は
平
成
27
年
度
完
成
予
定
で
あ
り
、

残
る
柏
地
区
か
ら
広
岡
地
区
ま
で
に
つ
い
て

は
、
つ
が
る
市
へ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
設

置
す
る
よ
う
県
に
対
し
重
点
要
望
と
し
て
働

き
か
け
て
お
り
ま
す
。

漁
業
振
興
対
策
に
つ
い
て
進
展
状
況

を
う
か
が
う
。

経
済
部
長

県
か
ら
こ
れ
ま
で
よ
り
前
向
き
な
回

答
を
得
て
お
り
関
係
漁
港
に
働
き
か
け
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
ち

ら
の
組
合
で
も
働
き
か
け
、
前
進
さ
せ
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

津
軽
北
部
広
域
農
道
の
劣
化
損
傷
が

ひ
ど
い
。
路
面
改
良
を
行
う
考
え
は

な
い
か
。

市
長

こ
の
路
線
は
、
施
工
は
青
森
県
、
完

成
後
に
つ
が
る
市
が
管
理
し
て
い
る
路
線

で
す
。
供
用
開
始
か
ら
10
年
以
上
が
経
過

し
損
傷
が
著
し
い
状
態
で
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
お
り
ま
し
た
。
流
通
の
幹
線
道
路

と
し
て
の
役
割
も
あ
り
、
道
路
が
悪
い
と

野
菜
や
果
物
等
に
荷
痛
み
が
生
じ
、
ま
た
、

交
通
安
全
上
も
良
く
な
い
こ
と
か
ら
平
成

23
年
度
の
補
正
予
算
に
も
段
差
解
消
に
要

す
る
工
事
費
を
計
上
致
し
ま
し
た
。
今
後

も
、
24
年
度
で
調
査
、
25
年
度
以
降
測
量

な
ど
も
含
め
た
改
良
工
事
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。
た
だ
、
施
工
期
間
等
に
つ
い
て

は
ま
だ
は
っ
き
り
し
て
お
ら
ず
、
今
後
関

係
機
関
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
地
域
担
い
手
経
営
基
盤

強
化
総
合
対
策
実
験
事
業
の
補
助
事

業
が
実
施
さ
れ
た
が
、
平
成
22
年
度
及
び

平
成
23
年
度
に
お
い
て
も
事
業
の
実
施
が

あ
っ
た
の
か
。
実
施
し
た
の
で
あ
れ
ば
そ

の
内
容
を
お
知
ら
せ
願
い
た
い
。
ま
た
、

平
成
24
年
度
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

経
済
部
長

平
成
22
年
度
に
つ
い
て
は
総
事
業
費

で
7
億
9
千
万
円
ほ
ど
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
内
３
割
が
国
の
補
助
で
、
農
家

に
交
付
さ
れ
た
の
は
２
億
１
千
万
円
程
に

な
り
ま
す
。
23
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

総
事
業
費
で
４
億
４
千
万
円
。
３
割
が
国

の
補
助
で
1
億
３
千
万
円
ほ
ど
農
家
に
交

付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
24
年
度
に
つ
い
て

は
、
国
の
方
か
ら
確
か
な
情
報
は
来
て
お

り
ま
せ
ん
が
、現
在
農
協
、
業
者
に
依
頼

し
て
取
り
ま
と
め
を
し
て
お
り
、
３
月
に

申
請
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
に
ら
み
、
今
後
国
は
大
型

農
家
育
成
の
た
め
補
助
金
で
対
応
す

る
と
い
う
新
聞
報
道
も
あ
る
。
そ
う
い
っ

た
場
合
、
市
の
い
ち
は
や
い
対
応
を
望
む

が
い
か
が
か
。

経
済
部
長

つ
が
る
市
の
場
合
、
兼
業
農
家
も
集

落
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
方
々
で
す

の
で
、
大
規
模
農
家
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
農
業
全
体
を
振
興
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
抗

で
き
る
よ
う
な
政
策
を
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
県
を
通
じ
て
国
へ
働
き
か
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

答

答 答

佐々木敬藏
無所属

松橋　勝利
無所属

・
道
路
行
政
に
つ
い
て

・
農
業
行
政
に
つ
い
て

・
鰺
ヶ
沢
蟹
田
線
バ
イ
パ
ス
整
備
に
つ
い
て

 

・
県
道
整
備
に
つ
い
て

 

・
重
点
事
業
要
望
書
に
つ
い
て

一 般 質 問 要 旨　　　  　ここが聞きたい一 般 質 問 要 旨　　　  　ここが聞きたい

問問問問

問問

答答

答答

問問

問問問問

問問
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本
市
の
温
暖
化
対
策
の
計
画
策
定
及

び
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
対
策
の
一
環
と
し
て
太
陽
光
シ
ス
テ
ム

導
入
補
助
、
電
気
自
動
車
導
入
、
緑
の
カ
ー

テ
ン
事
業
実
施
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　

市
長

特
に
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
大
き

い
本
庁
舎
、
成
人
病
セ
ン
タ
ー
、
松
の
館
等

を
対
象
に
平
成
24
年
度
ま
で
６
％
削
減
す
る

目
標
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
節
電
は
元

よ
り
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー
の
取
り
付
け
や
Ｌ
Ｅ

Ｄ
へ
の
切
り
替
え
、
空
調
の
厳
し
い
温
度
設

定
、
ガ
ラ
ス
に
遮
光
性
の
塗
装
を
施
す
な
ど

細
か
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
結

果
、
22
年
度
ま
で
の
実
績
で
、
19
年
度
比
5.1

ポ
イ
ン
ト
の
削
減
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
は
市
内
の
事
業
者
や
市
民
の
取
り
組
み
と

し
て
啓
発
を
図
り
な
が
ら
波
及
効
果
を
期
待

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

民
生
部
長

太
陽
光
発
電
導
入
補
助
と
電
気
自
動

車
導
入
は
大
い
に
推
奨
す
べ
き
事
業
と
考
え

ま
す
が
、
大
き
な
財
政
負
担
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
市
の
財
政
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
検
討
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た

市
で
は
交
付
金
を
活
用
し
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

車
を
10
台
購
入
し
て
お
り
、
す
ぐ
に
電
気
自

動
車
へ
の
更
新
は
無
理
で
す
が
、
更
新
時
期

に
合
わ
せ
て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
緑

の
カ
ー
テ
ン
事
業
に
つ
い
て
は
一
部
保
育
所

で
実
施
し
て
お
り
、
経
費
も
さ
ほ
ど
か
か
ら

な
い
事
業
で
す
の
で
各
部
署
、
各
施
設
等
に

対
し
今
後
推
奨
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

選
挙
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
電

子
投
票
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

電
子
投
票
の
導
入
に
は
、
不
在
者
投

票
の
対
応
が
で
き
て
い
な
い
、
国
政
選
挙
の

導
入
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
、
高
額
の
費

用
、
機
器
ト
ラ
ブ
ル
等
々
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。
今
後
シ
ス
テ
ム
も
進
化
し
、
各
自
治
体

で
手
ご
ろ
に
導
入
で
き
る
時
ま
で
、
有
効
・

無
効
・
疑
問
票
に
対
す
る
判
断
を
速
く
正
確

に
進
め
ら
れ
る
よ
う
周
知
方
を
図
り
な
が
ら
、

開
票
事
務
の
迅
速
化
に
努
め
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
化
の
今
年
の
取
組
み
成
果

は
。

市
長

メ
ロ
ン
の
一
坪
地
主
、
リ
ン
ゴ
の
一

枝
オ
ー
ナ
ー
を
実
施
し
、
３
０
０
口
の
募
集

に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
７
０
８
口
、
１
，
４
１

３
口
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
地
主
、

オ
ー
ナ
ー
の
中
か
ら
つ
が
る
市
を
身
近
に
感

じ
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

各
23
名
を
収
穫
体
験
ツ
ア
ー
に
招
き
ま
し
た
。

つ
が
る
市
を
丸
ご
と
Ｐ
Ｒ
出
来
た
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
つ
が
ー
る
ち
ゃ
ん
プ
ラ
ザ
も
開

設
で
き
、
ま
た
首
都
圏
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

に
米
と
長
芋
も
加
え
ま
し
た
が
、
行
列
が
で

き
完
売
で
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
を
得
、
地

域
の
活
性
化
に
一
層
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

建
て
替
え
ら
れ
る
市
営
住
宅
の
街
灯

や
電
気
機
器
を
エ
コ
対
策
の
一
環
と

し
て
太
陽
光
シ
ス
テ
ム
に
し
、
モ
デ
ル
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

景
観
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
敷
石
、
ベ
ン

チ
、
街
灯
の
設
置
、
公
園
設
置
の
有
無
を

問
う
。建

設
部
長

太
陽
光
発
電
ま
で
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
対
応
の
防
犯
灯
を
検
討
し

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
建
設

計
画
で
は
景
観
と
の
調
和
に
も
配
慮
し
て

い
き
た
い
と
構
想
し
て
お
り
、
ま
た
団
地

内
に
は
公
園
を
張
り
付
け
る
予
定
で
す
が

具
体
的
な
内
容
は
ま
だ
決
ま
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。シ

ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
（
高
齢
者
対

応
住
宅
）
の
需
要
が
増
え
て
い
る
。

つ
が
る
市
内
の
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
に

つ
い
て
伺
う
。
①
市
内
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ

ン
グ
団
地
の
数
②
入
居
資
格
③
施
設
内
容

④
利
用
料
⑤
25
年
度
着
工
予
定
の
市
営
住

宅
に
建
設
予
定
は
あ
る
か
。

建
設
部
長

①
に
つ
い
て　

現
在
、
柏
の
寿
団
地

一
ヶ
所
で
す
。
②
に
つ
い
て　

高
齢
者
世

帯
と
い
う
こ
と
で
60
歳
以
上
が
対
象
に
な

り
ま
す
。
③
に
つ
い
て　

安
全
に
配
慮
し

た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
④
に
つ
い
て　

夫
婦
世
帯
用
は
１
Ｌ

Ｄ
Ｋ
、
60
㎡
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
利
用

料
は
所
得
に
応
じ
4
段
階
に
設
定
さ
れ
て

お
り
、
１
９
，
０
０
０
円
か
ら
２
８
，
３

０
０
円
で
す
。
単
身
用
の
世
帯
は
48
㎡

で
１
３
，
４
０
０
円
か
ら
２
０
，
０
０
０

円
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
⑤
に
つ
い

て　

あ
く
ま
で
団
地
の
建
て
替
え
で
あ
り
、

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
計
画
は
も
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

視
察
先
の
自
治
体
で
は
管
理
代
行
制

度
及
び
指
定
管
理
者
制
度
併
用
を
採

用
し
家
賃
の
収
納
率
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。

市
営
住
宅
新
築
を
機
に
管
理
代
行
制
度
や

指
定
管
理
制
度
に
移
行
す
る
考
え
は
な
い

か
。

建
設
部
長

大
変
良
い
制
度
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
現
在
県
内
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
制

度
を
導
入
し
て
い
る
市
町
村
が
あ
る
か
ど

う
か
、
ま
ず
は
調
査
し
勉
強
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

三上　　洋
芳政会

長谷川　徹
芳政会

・
市
営
住
宅
の
新
築
計
画
に
つ
い
て

一 般 質 問 要 旨　　　  　ここが聞きたい一 般 質 問 要 旨　　　  　ここが聞きたい

・
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

・
電
子
投
票
の
導
入
に
つ
い
て

・
農
業
問
題
に
つ
い
て

答答

答

問問

問問

問問

答

答

答

答

問問

問問 問問
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
。
と
り
わ
け
つ

が
る
市
の
米
農
家
に
ど
う
い
う
影

響
が
あ
る
の
か
市
の
見
解
を
伺
う
。

市
長

つ
が
る
市
の
農
家
の
多
く
は
兼
業

収
入
に
よ
り
生
活
が
維
持
さ
れ
地
域
経

済
も
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
の
場
合
、
単
に
米
農
家
だ
け
で
な

く
つ
が
る
市
の
経
済
も
多
大
な
影
響
を

受
け
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
国
で
は

農
業
構
造
改
革
推
進
本
部
を
設
置
し
基

本
方
針
を
決
定
す
る
と
し
て
い
ま
す
が

農
業
の
将
来
像
を
示
さ
な
い
ま
ま
の
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
に
は
反
対
で
あ
り
、
今
後
も

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
慎
重
な
対

応
を
国
な
ど
に
要
望
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

「
北
海
道
・
北
東
北
を
中
心
と
し

た
縄
文
遺
跡
群
」
の
世
界
遺
産
登

録
に
む
け
た
取
り
組
み
状
況
と
登
録
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。
ま
た
登

録
後
予
想
さ
れ
る
こ
と
は
。

教
育
委
員
会
次
長

平
成
23
年
４
月
に
関
係
４
道
県

12
市
町
で
構
成
す
る
「
北
海
道
・
北
東

北
を
中
心
と
し
た
縄
文
遺
跡
群
」
の
世

界
遺
産
登
録
を
推
進
す
る
た
め
の
協
定

が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
24
年
度
に
は
日

本
語
の
推
薦
書
、
25
年
度
の
半
ば
ま
で

に
英
訳
の
暫
定
版
推
薦
書
を
作
成
し
、

世
界
遺
産
委
員
会
に
付
属
す
る
国
際
記

念
物
遺
跡
会
議
に
提
出
。
26
年
度
に
は

現
地
調
査
が
行
わ
れ
指
定
が
望
ま
し
い

場
合
、
世
界
遺
産
委
員
会
及
び
ユ
ネ
ス

コ
に
答
申
、
27
年
に
世
界
遺
産
会
議
が

開
催
さ
れ
登
録
決
定
と
い
う
手
順
で
す
。

　

登
録
実
現
後
予
想
さ
れ
る
事
に
つ
い

て
で
す
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
観
光

に
は
プ
ラ
ス
に
は
た
ら
き
ま
す
。
た
だ
、

登
録
は
遺
産
の
価
値
を
守
り
受
け
継
ぐ

責
任
も
生
じ
た
こ
と
を
意
味
す
る
だ
け

に
、
単
に
観
光
に
偏
り
す
ぎ
た
展
開
は

慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
亀

ヶ
岡
、
田
小
屋
野
、
石
神
そ
れ
ぞ
れ
の

遺
跡
に
つ
い
て
説
明
を
す
る
よ
う
な
資

料
館
建
設
の
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
観
光
目
的

だ
け
の
資
料
館
で
は
な
く
、
史
跡
の
本

質
的
価
値
を
損
な
う
こ
と
な
く
適
正
に

保
存
、
管
理
を
し
、
次
世
代
へ
と
確
実

に
伝
達
し
て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

サ
テ
ラ
イ
ト
診
療
所
の
機
能
に
つ

い
て
説
明
を
。

成
人
病
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

初
期
医
療
の
提
供
を
基
本
と
位
置

づ
け
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
住
民
健
診

や
予
防
接
種
も
行
え
る
診
療
所
に
し
た

い
と
考
え
て
お
り
、
医
師
に
つ
い
て
は

内
科
常
勤
医
１
名
ほ
か
、
内
科
、
外
科
、

糖
尿
病
外
来
の
非
常
勤
医
師
配
置
に
つ

い
て
も
広
域
連
合
に
強
く
要
望
し
て
き

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

マ
エ
ダ
ス
ト
ア
の
出
店
に
つ
い
て

市
に
は
情
報
が
入
っ
て
い
る
の
か
。

経
済
部
長

マ
エ
ダ
本
店
へ
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
平
成
24
年
７
月
頃
ま
で
に
は
開

店
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

平
成
23
年
第
２
回
臨
時
会
が
11
月
28
日

に
開
催
さ
れ
、
職
員
の
給
与
改
定
に
関
わ

る
条
例
等
８
件
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　　
〈
可
決
内
容
〉

　
議
案
第
58
号

つ
が
る
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
23
年
11
月
１
日
付
け
の
青
森
県
人

事
委
員
会
の
勧
告
に
基
づ
き
、
職
員
の
給

料
月
額
を
改
定
す
る
た
め
の
提
案
。

※
以
下
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
県

人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
た
給
与
改

定
に
よ
る
調
整
、
年
度
当
初
及
び
そ

れ
以
降
の
人
事
異
動
等
に
よ
る
過
不

足
の
調
整
、
市
町
村
職
員
共
済
組
合

負
担
率
の
改
定
に
よ
る
影
響
額
の
調

整
等
、
人
件
費
に
係
る
補
正
。

　
議
案
第
59
号

平
成
23
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
案
第
60
号

平
成
23
年
度
つ
が
る
市
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

議
案
第
61
号

平
成
23
年
度
つ
が
る
市
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

議
案
第
62
号

平
成
23
年
度
つ
が
る
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

議
案
第
63
号

平
成
23
年
度
つ
が
る
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

議
案
第
64
号

平
成
23
年
度
つ
が
る
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

議
案
第
65
号

平
成
23
年
度
つ
が
る
市
国
民
健
康
保
険
病

院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
〈
質
疑
応
答
〉

松
橋　

勝
利
議
員

県
人
事
委
員
会
の
勧
告
に
よ
る
今
回

の
給
与
改
定
に
よ
っ
て
、
全
体
で
い
く
ら

位
の
減
額
に
な
る
の
か
。

　
　

総
務
部
長

人
事
院
勧
告
に
よ
る
影
響
額
の
み
に

つ
い
て
い
え
ば
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
、
給
料
で
２
６

４
万
２
千
円
、
手
当
で
８
１
５
万
２
千
円
、

合
計
で
１
，
０
７
９
万
４
千
円
の
減
額
と

見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

伊藤　良二
芳政会

・
市
の
農
業
行
政
に
つ
い
て

・
市
の
教
育
行
政
に
つ
い
て

 

・
サ
テ
ラ
イ
ト
診
療
所
に
つ
い
て

・
マ
エ
ダ
ス
ト
ア
の
出
店
に
つ
い
て
他

一 般 質 問 要 旨　　　  　ここが聞きたい一 般 質 問 要 旨　　　  　ここが聞きたい
答

答 答

答 問問

問問問問

問問

答 問問

職
員
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
条
例
を
可
決

職
員
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
条
例
を
可
決

第２回
臨時会
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議
案
第
71
号

つ
が
る
市
胃
が
ん
撲
滅
検
診
事

業
基
金
条
例

佐
々
木　

直
光
委
員

５
年
間
の
実
施
と
設
定
し

て
い
る
の
は
、
５
年
間
行
え
ば

親
か
ら
幼
児
へ
の
感
染
が
少
な

く
な
る
と
み
た
こ
と
か
ら
か
。

福
祉
部
次
長

５
年
間
の
検
診
事
業
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
幼
児
へ
の
感

染
を
防
げ
る
と
み
て
お
り
ま
す

が
、
経
過
観
察
と
し
て
受
診
後

の
効
果
も
確
認
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

佐
々
木　

直
光
委
員

５
年
間
の
実
施
で
不
十
分

だ
と
い
う
結
果
に
な
れ
ば
新
た

に
継
続
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

か
。

福
祉
部
次
長

５
年
後
に
つ
い
て
は
結
果

を
見
て
、
そ
の
後
継
続
す
る
か

ど
う
か
を
判
断
し
た
い
と
思
い

ま
す
。佐

々
木　

直
光
委
員

胃
が
ん
に
関
し
て
は
ピ
ロ

リ
菌
だ
け
で
な
く
た
ば
こ
や
塩

分
の
取
り
す
ぎ
な
ど
発
生
率
が

高
く
な
る
要
因
が
あ
り
、
そ
の

辺
の
啓
発
活
動
も
併
せ
て
行
う

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

福
祉
部
次
長

胃
が
ん
の
原
因
の
90
％
が

ピ
ロ
リ
菌
だ
と
い
う
こ
と
で
、

残
り
10
％
が
そ
の
他
の
要
因
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
に
つ
き
ま
し
て
も
保
健
指

導
、
広
報
等
を
通
じ
啓
発
し
て

参
り
ま
す
。

松
橋　

勝
利
委
員

生
活
保
護
総
務
費
の
扶
助

費
額
が
大
き
い
が
、
つ
が
る
市

の
現
在
の
保
護
者
数
は
ど
れ
く

ら
い
か
。
ま
た
補
正
の
内
容
は
。

福
祉
部
次
長

平
成
23
年
11
月
現
在
で
５

８
４
世
帯
、
７
５
３
人
の
方
が

生
活
保
護
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

10
年
前
、
平
成
14
年
度
は
３
８

７
世
帯
、
４
９
２
人
で
し
た
。

　

内
容
で
す
が
、
生
保
を
受
け

て
い
る
方
の
入
院
、
手
術
が
増

加
し
て
お
り
医
療
費
の
扶
助
が

４
，
６
０
０
万
円
ほ
ど
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

佐
々
木　

直
光
委
員

緊
急
雇
用
創
出
対
策
事
業

委
託
料
の
有
機
農
業
確
立
と
ブ

ラ
ン
ド
化
方
策
の
調
査
研
究
の

内
容
は
。

経
済
部
長

今
の
と
こ
ろ
は
馬
糞
を
利

用
し
て
の
無
農
薬
栽
培
と
そ
れ

に
伴
っ
た
農
産
物
を
ブ
ラ
ン
ド

化
し
て
売
る
た
め
の
調
査
研
究

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
費
は
２
２
６
万
３
，
０

０
０
円
で
民
間
業
者
に
委
託
の

予
定
で
す
。

佐
々
木　

直
光
委
員

緊
急
雇
用
対
策
の
予
算
と

い
う
こ
と
で
１
年
限
り
だ
と
思

う
が
有
機
農
業
の
確
立
、
或
い

は
ブ
ラ
ン
ド
化
に
お
け
る
事
業

と
し
て
何
年
か
継
続
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

　
　

経
済
部
長

県
、
国
の
事
業
を
活
用
し

た
場
合
は
１
年
限
り
と
な
り
ま

す
が
、
市
単
独
で
こ
う
い
っ
た

事
業
を
行
う
場
合
は
継
続
可
能

で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
十
分

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

長
谷
川　

榮
子
委
員

市
か
ら
補
助
金
が
出
て
い

る
共
通
商
品
券
に
つ
い
て
伺
う
。

　

進
出
予
定
の
マ
エ
ダ
ス
ト
ア

等
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
か
。

経
済
部
長

マ
エ
ダ
ス
ト
ア
で
使
用
で

き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
商

工
会
に
加
入
す
る
か
ど
う
か
に

よ
り
ま
す
。

議
案
第
72
号

平
成
23
年
度
つ
が
る
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

松
橋　

勝
利
委
員

県
営
屏
風
山
地
区
畑
地
帯

総
合
整
備
事
業
負
担
金
増
額
の

内
容
は
。

経
済
部
長

筒
木
坂
と
館
岡
の
加
圧
機

場
の
改
修
の
た
め
の
も
の
で
す
。

松
橋　

勝
利
委
員

自
治
組
織
活
動
助
成
事
業

基
金
積
立
金
の
現
在
の
金
額
は
。

総
務
部
長

こ
の
基
金
の
最
終
的
な
積

立
予
定
額
は
１
億
５
，
６
０
０

万
円
を
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
３
，
３
５
０
万
円
を
計

上
し
た
こ
と
に
よ
り
現
在
の
積

立
額
は
１
億
４
，
６
５
０
万
円

に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
今
年
度

各
自
治
会
の
備
品
整
備
事
業
、

施
設
の
改
修
事
業
が
始
ま
っ
て

お
り
、
２
，
４
０
０
万
円
ほ
ど

こ
の
基
金
の
中
か
ら
使
用
し
て

お
り
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査

答

答答

問問問問

委
員
長

小
笠
原　

忍

答答 問問

問問

問問答答 問問

問問問問

問問

答 答
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常
任
委
員
会
の
審
査

常
任
委
員
会
の
審
査

長
谷
川　

榮
子
委
員

共
通
商
品
券
は
、
足
腰
の

弱
い
旧
町
村
内
商
店
街
の
活
性

化
対
策
と
し
て
の
事
業
と
考
え

る
。
大
型
店
で
も
使
用
で
き
る

と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

経
済
部
長

市
の
方
か
ら
は
こ
の
商
品

券
に
つ
い
て
は
特
定
の
店
を
指

定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま

で
も
商
工
会
に
加
入
し
趣
旨
に

賛
同
す
る
商
店
で
あ
れ
ば
こ
の

事
業
を
利
用
で
き
ま
す
。
旧
商

店
街
だ
け
で
は
な
く
つ
が
る
市

全
体
の
商
店
の
売
り
上
げ
が
他

地
区
に
流
れ
る
の
を
阻
止
す
る

た
め
に
行
っ
て
お
り
、
従
来
と

は
違
い
市
全
体
の
商
店
を
対
象

に
し
て
お
り
ま
す
。

議
案
第
77
号

平
成
23
年
度
つ
が
る
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

佐
々
木　

直
光
委
員

今
後
介
護
保
険
の
利
用
増

加
が
予
測
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に

対
応
す
る
た
め
に
一
般
会
計
等

か
ら
繰
り
入
れ
す
る
も
の
か
、

ま
た
は
介
護
保
険
料
を
上
げ
る

考
え
な
の
か
。
も
し
上
げ
る
と

す
れ
ば
い
つ
頃
と
考
え
て
い
る

の
か
見
通
し
を
伺
う
。

福
祉
部
次
長

現
在
第
４
期
の
介
護
計
画

に
の
っ
と
り
介
護
保
険
料
を
決

め
て
お
り
ま
す
。
来
年
度
か
ら

第
５
期
に
入
る
こ
と
か
ら
計
画

を
策
定
中
で
あ
り
、
こ
の
策
定

委
員
会
の
中
で
、
市
民
の
要
望
、

ニ
ー
ズ
を
分
析
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
い
ろ
い
ろ
な
指
標
等
を
使

い
介
護
保
険
料
の
算
定
を
し
て

い
き
ま
す
が
、
現
段
階
で
は
需

要
が
伸
び
て
お
り
保
険
料
は
上

が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
県
の
基

金
等
、
利
用
で
き
る
も
の
は
利

用
し
て
抑
制
に
つ
な
げ
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

議
案
第
69
号

つ
が
る
市
有
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

長
谷
川　

榮
子
委
員

老
朽
化
に
よ
り
解
体
撤
去

し
た
市
有
住
宅
は
１
戸
の
み
か
。

建
設
部
長

１
戸
の
み
で
す
。

　

こ
の
住
宅
は
以
前
教
員
住
宅

で
し
た
。
使
用
し
な
く
な
り
解

体
し
た
こ
と
に
伴
な
う
条
例
の

改
正
で
す
。

請
願
第
４
号

木
造
大
畑
地
区
の
道
路
側
溝
設

置
に
関
す
る
請
願

請
願
者　

大
畑
自
治
会

　

会　
　
　

長　

木
村
三
千
明

　

行
政
連
絡
員　

高
橋　

順
一

紹
介
議
員

　

伊
藤　

良
二

　

長
谷
川　

徹

　

木
造
大
畑
地
区
道
路
の
一
部

は
排
水
側
溝
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
排
水
管
を
私
有
地

を
借
用
し
て
設
置
さ
せ
て
も
ら

っ
て
お
り
、
ま
た
多
雨
の
時
に

は
道
路
冠
水
等
の
困
難
が
生
じ

る
状
況
で
あ
る
。　

　

現
在
下
水
管
敷
設
工
事
が
行

わ
れ
て
お
り
、
今
回
同
時
に
側

溝
設
置
工
事
を
す
る
と
、
１
割

以
上
の
経
費
削
減
に
な
る
。
ま

た
、
下
水
管
敷
設
工
事
が
終
了

し
舗
装
が
完
了
す
る
と
３
年
間

掘
削
禁
止
と
な
る
。
こ
れ
ら
を

ふ
ま
え
、
本
常
任
委
員
会
で
は

現
地
視
察
後
、
慎
重
に
審
査
し

た
結
果
、
状
況
改
善
の
た
め
及

び
経
費
削
減
と
再
掘
削
防
止
の

観
点
か
ら
も
、
実
施
す
べ
き
と

の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、
本
請

願
は
採
択
と
な
る
。

議
案
第
79
号

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数

の
増
加
及
び
青
森
県
市
町
村
総

合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て　

佐
藤　

孝
志
委
員

こ
れ
ま
で
に
市
町
村
総
合

事
務
組
合
を
通
じ
た
市
の
滞
納

建
設
常
任
委
員
会

建
設
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長

木
村
良
博

委
員
長

村
上
秀
徳

答

答

答

問問

問問

問問

道路状況を視察する建設常任委員道路状況を視察する建設常任委員

問問
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処
理
の
経
緯
は
あ
る
の
か
。

財
政
部
長

こ
れ
ま
で
も
、
市
町
村
に

お
い
て
行
っ
て
い
る
滞
納
整
理

の
一
部
を
総
合
事
務
組
合
へ
委

託
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
こ
れ
を
更
に
強
化
し

市
町
村
が
ま
と
ま
っ
て
全
県
的

に
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
市

町
村
税
滞
納
整
理
機
構
を
設
け
、

財
産
調
査
か
ら
滞
納
処
分
ま
で

一
貫
し
た
総
合
的
な
滞
納
整
理

を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

請
願
第
３
号

出
来
島
海
水
浴
場
整
備
に
関
す

る
請
願

請
願
者　

出
来
島
常
会
長　

長
内　

明
彦

紹
介
議
員　

　

野
呂　
　

司

　

長
谷
川　

徹

　

つ
が
る
市
に
２
ヶ
所
あ
る
海

水
浴
場
の
ひ
と
つ
で
あ
る
出
来

島
海
水
浴
場
は
、
木
造
地
区
の

古
く
か
ら
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で

あ
り
、
シ
ー
ズ
ン
に
は
多
く
の

海
水
浴
客
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
設
備
に
つ
い
て
は
、

簡
易
ト
イ
レ
（
リ
ー
ス
）、
単

管
パ
イ
プ
に
コ
ン
パ
ネ
を
敷
い

た
だ
け
の
簡
易
な
監
視
台
、
ま

た
、
シ
ャ
ワ
ー
は
故
障
で
使
用

不
能
と
い
っ
た
状
態
で
あ
る
。

　

本
常
任
委
員
会
で
は
現
地
視

察
後
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、

利
用
者
の
利
便
性
や
安
全
・
安

心
の
た
め
に
も
、
整
備
す
べ
き

と
の
意
見
が
多
く
を
占
め
本
請

願
は
採
択
と
な
る
。

議
案
第
66
号

つ
が
る
市
野
外
活
動
施
設
屏
風

山
の
家
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

平
川　

豊
委
員

施
設
を
廃
止
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
学
校
等
の
野
外
活
動

に
支
障
を
き
た
さ
な
い
か
。

　

教
育
委
員
会
次
長

近
隣
に
い
い
施
設
が
た
く

さ
ん
で
き
て
お
り
ま
す
の
で
各

学
校
は
そ
ち
ら
の
方
で
野
外
活

動
を
行
っ
て
お
り
影
響
は
な
い

と
考
え
ま
す
。

議
案
第
67
号

つ
が
る
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議

会
に
関
す
る
条
例
及
び
つ
が
る

市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

野
呂　

司
委
員

ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
は

何
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
へ
の
資
金
援
助
等
は
あ

る
の
か
。

教
育
委
員
会
次
長

10
名
で
構
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

資
金
援
助
に
つ
い
て
で
す
が
、

小
学
校
・
中
学
校
・
一
般
と
分

け
て
お
り
、
東
北
大
会
、
全
国

大
会
出
場
に
対
し
援
助
し
て
い

ま
す
。

議
案
第
68
号

つ
が
る
市
運
動
施
設
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

野
呂　

司
委
員

こ
の
野
外
相
撲
場
廃
止
に

伴
な
う
条
例
の
一
部
改
正
に
関

連
し
伺
う
。
全
国
大
会
優
勝
等

こ
こ
数
年
来
、
輝
か
し
い
成
績

を
あ
げ
て
い
る
「
つ
が
る
相
撲

ク
ラ
ブ
」
は
、
非
常
に
老
朽
化

し
た
場
所
で
稽
古
を
し
て
い
る

が
整
備
の
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
観
点
か

ら
環
境
の
よ
い
練
習
場
を
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

　

本
委
員
会
に
左
記
の
陳
情
３

件
が
提
出
さ
れ
た
。
要
旨
に
理

解
で
き
る
部
分
も
あ
る
も
の
の

納
税
等
の
公
平
さ
に
欠
け
る
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
審
査
の

結
果
不
採
択
と
決
し
た
。

陳
情
第
３
号

介
護
保
証
制
度
に
関
す
る
意
見

書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

陳
情
第
４
号

国
保
国
庫
負
担
率
の
大
幅
引
き

上
げ
等
の
意
見
書
提
出
を
求
め

る
陳
情
書

陳
情
第
５
号

高
齢
者
医
療
制
度
等
に
関
す
る

意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

陳
情
団
体

青
森
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

　

会
長　

大
竹　

進

答 問問

経
済
常
任
委
員
会

経
済
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長

天
坂
昭
市

委
員
長

佐
々
木
慶
和

答

問問問問 答

答

海水浴場施設を視察する経済常任委員海水浴場施設を視察する経済常任委員

陳　

情
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視察研修報告　経済常任委員会副常任委員長　成田　克子
【紀の川市　研修テーマ 　JA紀の里直営農産物直売所『めっけもん広場』の取り組みについて】
　この直売所は、1,500人余りの登録会員数を持つ大型直売所であり、年間28億
円を売り上げております。毎月１回の保育園児、小学生の体験学習や年70～80
回のイベントが実施され、農家の皆さんの手作り作品、伝承料理の発表会「か
がやきデー」は年1回開催されております。組合員が一丸となって厳しい農業規
範を守り、安全・安心な農作物の安定的な供給と、環境保全や農業経営の改善
等の取り組みが農業所得向上の実現に至っているものと感動致しました。
　本市においても、平成26年度には柏地区につがる市物産館がオープン予定で
あることから「めっけもん広場」の取り組みには関心も深く、質問は途切れることが有りませんでした。
【橋本市　研修テーマ 　企業誘致について】
　関西空港が近く大阪、奈良に隣接する橋本市は、交通網が充実しているほか、地価が大阪中心部の５分の１か
ら10分の1の安さであり、また田園都市としての環境の良さは企業のイメージアップともなることなどから、業務
拡大のための新工場建設を予定している企業にとっては最適地であると感じました。
　企業誘致による地元への経済効果は計り知れないほどで、誘致成功の陰には企業誘致室が設置され、専従職員

が関東中心に頻繁に売り込み活動をしているそうです。本市での企業誘致に関
しては気候やアクセス等クリアしなければならない事象もありますが、企業側
のメリットとなる優遇制度の充実を図り、１社でも２社でも来ていただきたい
と考えております。
　最後になりますが、この度の研修の成果を今後の本市の施策に活かして参り
たいと思っております。このような機会をお与えくださいました市長はじめ市
民の皆様に心から感謝申し上げ、報告書とさせていただきます。

【石川県野々市町　研修テーマ　野々市町教育ユニバーサルプランについて】
　つがる市における教育施策の参考とするため、「自立した人間の育成を目的」として策定された石川県野々市町
の「野々市町教育ユニバーサルプラン」について、研修してまいりました。
　基本方針、目標、理念等は殆ど変わりませんが事業の展開、効果、課題について研修したところ、地域社会、
生涯学習の連携、一体性が機能しており、つがる市においても参考にすべきと思いました。旧町民と新町民（転
入者・学生等）が同居する町として、生涯学習環境の町づくりに取り組まれています。特に町内の３大学との連
携での町民大学校事業は、公募により運営委員を集められ、町民自ら事業を行われていることは、素晴らしい取
り組みであると思います。
【岐阜県飛騨市　研修テーマ　国民健康保険事業の運営と高収納率の実績状況について】
　飛騨市では、国民健康保険事業の運営状況と収納率について研修しました。
　特定検診受診率は22年度61．89％と岐阜
県内でもトップクラスの受診率であり、こ
れは各種疾病の早期発見・早期治療にもつ
ながり、長期的には医療費抑制効果が表れ、
保険料を引き上げることもなく維持できる
ものと考えられます。また、飛騨市の国民
健康保険料収納率は、毎年度98％台をキー
プしております。合併前からの各町村において納税組合方式により100％近い収納率を維持してきたが、個人情報
保護の観点から現在は口座振替方式をとっています。高い収納率を保持しつつ口座振替へ切り替えたタイミング
と、合併前の集落の住民同士の絆や連帯感などの助け合いの精神がまだまだ維持されていることにあるようです。

常任委員会の行政視察報告 先進自治体の事例を学ぶため、各常任委員会が視察を
行いました。その概要をお知らせいたします。

経済常任委員会　　　　視察先：和歌山県紀の川市・橋本市（10月19日～10月21日）

教育民生常任委員会　　　　視察先：石川県野々市町・岐阜県飛騨市（10月17日～10月19日）

飛騨市役所前にて飛騨市役所前にて

めっけもん広場での研修めっけもん広場での研修

野々市町役場前にて野々市町役場前にて

橋本市役所橋本市役所
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【島根県：出雲市・松江市　研修テーマ　市営住宅の外部管理委託　２市共通】
　今回の建設常任委員会の研修については、つがる市の定住促進・住みよいつ
がる市と、今後の市営住宅建替えを想定し先進地を視察してまいりました。
　視察した各市においては、外部管理委託を採用しており、申込から退去、修
繕・徴収等に関する業務をすべて委託でき、市民へのサービス向上を実現する
事ができたとのことでした。申込みに際しては、窓口を一本化にすることで、
空き状況が即座に分かり入居者のニーズに合わせて住宅を選び申請する事がで
きるようになり、市民にも大変好評とのことでした。

　また、両視察市の収納率が98％以上と高く、入居者の意識や市の徴収体制が
整備されていると感じました。徴収内容はといいますと、滞納者への迅速な連
絡、夜間徴収、連帯保証人への連絡・協力要請、明け渡し請求と言う手順にな
っており、悪質滞納者には、法的措置として訴訟を行っているとの事でした。
　この様な手順を踏まえ、徴収成果も上がっているそうです。今後、当市でも
滞納処理に備えて、視察市を参考にして行きたいと考えます。

                                  

【倉敷市　研修テーマ　地球温暖化対策について】
　倉敷市においては、平成20年の「地球温暖化対策の推進に関する法律」の改正により、行政区域全体からの温
室効果ガスの削減が義務付けられ、現市長の公約である環境都市実現のため、地球温暖化対策室を設置。倉敷市
は水島工業地帯を有する地域だけにCO2排出削減の目的意識も高く、対策実現に向け、様々な議論を重ね計画を
策定。行政、企業、市民全体でCO2排出削減の取組みを行っている。
　具体的な取組みの中で、「太陽光発電設備導入補助事業」、「電気自動車・充電設備導入補助事業」、「緑のカーテ
ン事業」があるが、「電気自動車・充電設備導入補助事業」では、電気自動車普及啓発モデル事業と合わせ、国の
補助のほか、県、市とも購入の補助を出すなど、比較的購入し易い取組みをしている。また、観光客に対しても
貸出するなど、電気自動車の普及促進はもとより観光施策としても効果があり、一石二鳥といえる。「緑のカーテ
ン事業」は市民に無料で種（アサガオ・へちま）を配布。夏場の日よけ、ヨシズの働きに近いものになるが、ヨ
シズを使うよりも温度を下げる効果は大である。この取組みは全国的に沢山の自治体が行っているが、当市にお
いても植物が好きな人には注目される事業と考え、是非取組みたいと感じた。倉敷市の対策はすぐ効果が出るも
のもあり、市民が地球温暖化を真剣に考え意識を変えていくことが大切だと感じた。昨年３月の大震災により電
力不足が叫ばれている。本市においても倉敷市の対策の一部分でも実行できるよう行政サイドに訴えていきたい
と思う。
【新見市　研修テーマ　電子投票について】
　新見市で行っている電子投票については、平成14年6月に全国で最初に導入した自治体であり、全国で当時大変
有名となった市である。この電子投票は、開票時間の迅速化、疑問票・無効票がないといった利点があり、新見
市の開票時間はわずか６分、開票事務従事者においても６名体制で出来、思わず耳を疑ったほど印象が深いもの

だった。ただ、機器の導入によるコス
トがかかり、同時に国政選挙等につい
ては電子投票での選挙が認められてい
ないため全国的に普及が進んでいない
こともあるが、選挙結果が早期に判明
し、無効票もない利点から導入の検討
をしていくべきと感じた。

常任委員会の行政視察報告

建設常任委員会　　　　視察先：島根県・出雲市・松江市（10月12日～10月14日）

総務常任委員会　　　　視察先：岡山県・倉敷市・新見市（10月26日～10月28日）

出雲市議会出雲市議会

松江市議会松江市議会

電気自動車搭乗体験電気自動車搭乗体験
電子投票機器を電子投票機器を
体験体験
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11月１日
東北市議会議長会理事会

つがる市表彰式

２日 青森県市議会議長会定期総会

７日 交通安全県民大会受賞祝賀会

８日 馬市まつり意見交換会

９日 知事を囲む懇談会

12日 全日本小学生相撲優勝大会出場壮行会並びに平成23年つがる相撲
クラブ戦績報告会　　　

17日 全国市議会議長会基地協議会東北部会定期総会　
〔18日まで〕

18日 つがる市長寿大学閉講式

22日 青森県後期高齢者医療広域連合議会

25日 りんご等試食宣伝会〔27日まで〕

28日 平成23年第２回つがる市議会臨時会

12月２日 平成23年第４回つがる市議会定例会開会・議員説明会

５日 本会議（一般質問）〔６日まで〕

７日 予算特別委員会〔８日まで〕

９日 建設常任委員会・経済常任委員会

12日 総務常任委員会・教育民生常任委員会

14日 平成23年第４回市議会定例会閉会

１月４日 新年祝賀会

８日 つがる市消防団出初め式　

14日 りんご販売推進事業〔18日まで〕

25日 人口減少社会における地域力の再生・創出トップセミナー

これまでの議会の活動の一部を紹介しますこれまでの議会の活動の一部を紹介します（議長・副議長・議員団）（議長・副議長・議員団）
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